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平成２７年７月３０日開催 第３回諫早市総合計画審議会時             参考資料 

「諫早らしさ」「１０年後どんなまちにしたいのか」に対する意見一覧 

グループ 意  見 

しごと 

 しごとがあるまち 

 雇用を増やす 

 必要とされている人材（保育士、看護師）が

足らない 

 人材の発掘 

住まい・定住 

 住みやすいまち 

 住みやすさ日本一のまち 

 住みたくなるまち九州一 

 どこからでも諫早に住みたくなるまち 

 住みやすい環境づくり（空き家対策・大型店

舗・本屋） 

教育・子育て 

 安心して子どもを産み、育てられるまち 

 子育てしやすい 

 子どもを育てるのに経済的にいかに安くなる

か 

 子育てをしながら働ける環境づくり 

 子どもを増やし 

 教育文化都市（勤労・勤勉・忍耐力・努力が

あるまち） 

 大学、高校を無利子貸付で、諫早市に必ず戻

ってくる 

産業 

 大型店舗（本屋など） 

・何を買うために店がいるのか 

 様々なものが一か所で買える、映画も見れる 

 大型複合施設 

 道の駅 

 地形に恵まれており、不便がない 
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スポーツ 

 大会の開催に交通の便が良い 

 大会開催の要望が多い 

 スポーツ施設、設備の充実 

 長崎市、佐世保市と比べて総合面で条件がそ

ろっている 

 スポーツ施設が足らない 

 スポーツ都市諫早 

生活環境 

 安心して暮らせるまち 

 食べ物が美味しい 

 生活がしやすいまち 

 １０年後人口が減っていないまち 

 目標をもってナンバーワン、オンリーワンを

目指す。 

 アピールをもっとする。企画力を磨く 

 充実した図書館のまち 

 戻ってきたいまち 

 何でもあるバランスの取れたまち（諫早らし

さを出す。三つの海があるまち。） 

 何でもある諫早市の良さに気付いていない。 

芸術・文化   

福祉 

 誰でもが幸せを感じる（自立力があるか。健

康寿命を延ばす。医療機関の連携。移動販売） 

 

自然 

 豊かな自然を大切にするまち 

 自然を活かした人づくり 
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ひと 

 ひとが輝く創造都市（諫早に住めば特権があ

る。若い人だけでなくシニア世代を活かして

いく。発信力、行動力） 

 ひとが集まる中核都市 

 ひとが主役（住んでいることに自覚を持つ。

元気なお年寄りに知恵を出してもらう。張り

合いのある生き方） 

 ひとが輝く創造都市（今後１０年間も引き続

き良い） 

 人口減少をどう解決していくのか 

 若い人が今後諫早に技術・ノウハウをもって

貢献する。（具体的な施策をもつ） 

 子どもが技術を持って戻ってくる土台づくり 

 子どもたちが優しい考えが持てる施策（高齢

化世代と子育て世代のマッチング） 

 老人パワーをいかに活かすか（経済力、知恵

がある。） 

 人が希望を持って、いきいきと生きていける。 

 若い人が帰ってきて安心して、仕事・暮らし

ができるまち。 

 ひとが輝くのは大事 

 


